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操　作　は　じ　め　一．！／
（那輔消蛎団対抗ポンプ操作法大会から）

さ霜さ三言三軍室輪台＝精嚢まき鉄淳二

人のうこき（謹蕃雪）
人　　口　10，783人（＋59）

男　　　　5，141　（＋21）

女　　　　5．642　（＋38）

世帯数　　2，969戸（＋10）

（）内は前月　比

臨
時

長
月
　
（
な
か
づ
き
）

長
夜
月
を
つ
め
た
も
の
。

1
　
日
　
　
防
災
の
日

Ⅱ
∴
一
口
　
　
十
五
夜

⑱
　
臼
　
　
敬
老
の
日

2
0
　
日
　
　
彼
岸
入
り

⑳
∴
自
　
　
秋
分
の
日

花
　
暦
　
　
ふ
よ
う
（
繊
細
な
美
）

誕
生
石
　
　
サ
フ
ァ
イ
ア
（
慈
愛
）

9
月
の
轟
鯛
用
語

初
秋
・
新
秋
・
早
秋
・
新
線

秋
色
・
秋
気
・
、
裸
風
・
清
涼

野
分
・
時
雨
・
秋
の
夜
は
長
く
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竃　遠賀町財政事情の公表（上）曇
ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8－

善　　一昭和50年度決算見込額の概況一　　登
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　争
鳴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・
メややややややややや甲や年中ややややややややややややややややややややややややややややややややややややや甲や呼や拾

年度別財政規模の推移

i i成人

彫そろそろ白虎出

昭和50年度一般会計収入状況衷

費　　　　　目 �決算額 　（千円） �対前年度増減額 　（千円） �織成比 　％ 

1　町　　　　　　税 �249．057 �△113，639 �12．2 

2　自動車重畳譲与税 �8，533 �1，090 �0．4 

3駕整調用税交 �20，407 �△　40 �1．0 

4暴動轍得鞭付 �17．616 �4，178 �0．9 

5　地方交付　税 �233，485 �△102，243 �11．5 

6怒彊鋏職制 �1，393 �311 �0．1 

7　分担金及び負担金 �53，254 �i△　41，183 �2．6 

8　使用料及び手数料 �2，868 �725 �0．2 

9　回日韓　支　出　金 �386，593 �35．275 �19．1 

10　県　支　出　金 �49，679 �6，058 �2：4 

11財　産　収　入 �18，033 �16，434 �0．9 

12　寄　　附　　金、 �15，829 �15，250 �0．8 

13　繰　　入　　金 �100．375 �△　2，051 �4．9 

14　繰　　越　　金 �203．003 �128，・978 �10．0 

15　諸　　収　　入 �133．179 �19，534 �6．6 

16　町　　　　　　償 �535．970 �389，570 �26．4 

歳　入　合　計 �2．029，274 �358，247 �100．0 

お出かけは、隣近所に　一声かけて

財
政
事
情
の

公
表
に
当
っ
て

こ
ゝ
数
年
の
問
、
日
本
の
経
済
は
、

高
い
経
済
成
長
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
不
況

時
代
へ
と
激
し
い
動
き
を
し
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
願
い
は
早
く
経
済
が
立

ち
担
っ
て
安
定
成
長
へ
の
希
望
を
お
詩

ち
の
こ
と
だ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

遠
賀
町
の
財
政
規
模
は
、
こ
の
様
な

背
景
の
も
と
に
急
速
に
伸
び
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
果
し
て
そ
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
昭
和
5
0
年
度

の
決
算
見
込
頼
が
で
ま
し
た
の
で
、
町

民
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
町

政
に
対
し
一
層
の
ご
参
画
を
お
願
い
い

た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
五
、
九
〇
六
千
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
補
助
事
業
等
の
決
定
及
び
、
単
独

導
葉
（
学
校
建
設
に
係
る
用
地
取
得
造

成
）
の
施
行
等
に
よ
り
最
終
予
算
額
は

一
、
六
三
〇
、
九
二
千
円
（
繰
越
賀

三
〇
七
、
二
七
三
千
円
を
除
く
）
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
範
頼
は
、
歳
入
二
、

〇
二
九
、
二
七
四
千
円
、
歳
出
一
、
九

一
七
、
九
二
一
千
円
（
歳
入
歳
出
共
に

繰
越
費
三
〇
七
、
二
七
三
千
円
を
含
む

）
で
差
引
残
高
額
一
二
、
三
六
二
千

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
事
業
に
附
随
し

た
繰
越
し
は
な
く
実
質
収
支
額
は
一
一

一
、
三
六
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
状
況

歳
入
総
額
二
、
〇
二
九
、
二
七
四
千

円
で
前
年
対
比
二
一
・
四
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
収

入
全
体
の
な
か
で
、
町
損
が
飾
・
1
％

で
一
番
比
重
が
高
く
、
次
い
で
国
庫
支

出
金
（
1
9
・
1
％
）
町
税
（
1
2
・
2
％

）
交
付
金
の
傾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
か
で
前
年
度
に
比
し
て
減

額
に
な
っ
た
費
目
は
、
町
税
（
譲
渡
所

得
税
に
よ
る
も
の
で
前
年
対
比
3
1
・
3

％
減
）
及
び
地
方
交
付
税
、
負
担
金
及

び
分
担
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
そ
の
交
付
基
準
と

な
る
基
韓
財
政
収
入
額
が
前
年
度
の
税

収
額
の
百
分
の
七
五
相
当
額
を
も
っ
て

算
定
さ
れ
ろ
た
め
、
昭
和
0
0
年
度
が
譲

渡
所
得
税
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
た
め

昭
和
5
0
年
度
に
減
額
と
な
っ
た
も
の
で

す。
収
入
増
と
し
て
は
、
中
央
公
民
館
建

設
、
小
学
校
用
地
取
得
造
成
及
び
そ
の

他
建
設
事
業
の
実
施
に
伴
な
う
町
倣
（

前
年
対
比
二
六
六
％
）
が
大
き
く
、
次

に
繰
越
金
、
諸
収
入
の
噸
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

時、－

昭
和
5
0
年
度

一
般
会
計
の
概
況

昭
和
5
0
年
度
の
当
初
予
算
領
は
、
八
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昭和50年度一般会計性賃別内訳

性質別支出状況　　　　　昭和50年度一般会計支出状況表

費　　　目 �決算額 （千円） �対前年度増減 額（千円）i �榔成此 i％ 

1議　会　費 �35．297 �△　2，761 �1．9 

2総　務　費 �謎7・503 �103，067 �18．6 

3民　生　費 �185I679 �1，901 �9，7 

4衛　生　費 �98，300 �27．531 �5．1 

5労　働　費 �95．017 �4I821 �、5．0 

6農林水産業費 �44，480 �800 �2．3 

7商　工　費 �12．049 �168 �0．6 

8土　木　費 �419，750 �9，639 �21．9 

9消　防　費 �52，399 �9，329 �2．7 

10教∴育　賞 �569．048 �約9，071 �29．7 2．5 

11災害復旧費 �－ �－ 

12公∴磯　賀 �48．590 �19，492 

13諸支出金 14予価∴賞 ��△　22，372 

歳出合計 �1，917．912 �450，686 �100．0 

区　　　分 �決算額 （千円） �織成費％ 

人　　件　　費 �294，777 �15．4 

物　　件　　費 �illl・館8 �5．8 

維持補修費 �30，540 �1．6 

扶　　助　　費 �112，691 �5．9 

補　助　費　等 �140，684 �7．4 

公　　債∴∴費 �48，589 �2．5 

韻　　立　　金 �186，025 �9．7 

投資及び出支金 貸付金 �24，800 �1．3 

繰　　出　　金 �13，941 �0．7 

普通建設事業費 �860．070 �44．8 ’4．9 

災害餌日事業費 �－ 

失業対策野菜費 �94．057 

合　　　計 �1，917，912 �100．0 

暴走は、しない、させない、見ない

支

出

の

状

況

歳
出
一
、
九
一
七
、
九
一
二
千
円
で

前
年
対
比
5
0
・
7
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
別
し
て
消
費
的
経
費
と
投
資

的
経
費
及
び
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、
各
々
の
支
出
構
成
比
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

前
年
度
か
ら
願
著
に
増
え
た
費
目
は

普
通
建
設
菰
薬
賀
（
5
6
・
3
％
増
）
公

債
費
（
釘
％
）
扶
助
費
（
2
8
・
7
％
）

人
件
費
（
2
0
％
）
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
触
会
計
住
民
負
担
の
状
況



第191号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（4）

運転が示すあなたのお人柄
9月　21日　～9月　30　日

全国秋の交通安全運動

2　211211121

件件件件件件件件件

とび出すな串のあとにまた車

は
じ
め
に

今
年
も
9
月
2
1
日
か
ら
9
月
0
0
日
ま

で
の
1
0
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
部
故
は
臓
和
4
6
年
を
最
高
に
、

こ
こ
数
年
は
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
交
通
郵
政
は
市
街
地
か
ら
郊
外
へ

と
、
そ
の
発
生
場
所
を
移
し
て
き
て
い

ま
す
。
遠
賀
町
は
、
ま
さ
し
く
北
九
州

市
の
郊
外
に
当
り
、
ま
た
北
九
州
市
と

福
岡
市
の
問
で
も
あ
り
、
通
過
交
通
竜

は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
交
通
部
故

を
絶
滅
さ
せ
る
に
は
、
皆
さ
ん
1
人
1

人
に
交
通
部
故
を
絶
滅
さ
せ
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
葱
か
ら
一
家
の

大
黒
柱
や
一
家
の
一
員
を
失
っ
た
り
、

ま
た
笑
わ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
身
体
が

不
自
由
と
な
っ
て
諾
々
の
方
面
で
心
身

共
に
大
き
な
負
担
を
背
負
っ
て
、
一
生

を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を
み
る

た
び
に
、
交
通
車
扱
の
悲
惨
さ
を
感
じ

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

遠
賀
町
の
交
通
事
故

遠
賀
町
で
は
5
1
年
1
月
か
ら
6
月
ま

で
の
間
に
2
9
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し

て
、
代
人
（
重
傷
3
、
軽
傷
4
3
人
）
が

負
傷
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
場
所
は
1
2
件
の
広

波
が
ト
ッ
プ
、
広
渡
は
昨
年
上
半
期
の

交
通
疎
放
発
生
場
所
も
1
8
件
で
ト
ッ
プ

で
し
た
。
続
い
て
今
古
賀
6
件
、
別
府

3
件
、
無
雑
と
松
ノ
木
が
2
件
づ
つ
、

砦
松
、
浅
木
、
木
曾
、
そ
の
他
が
各
1

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
故
は
、

交
通
安
全
の
た
め
に

「
注
意
一
秒
、
ケ
ガ
一
生
」
と
い
う

交
通
標
語
が
あ
り
ま
す
。
追
突
、
出
会

頭
、
単
独
事
故
等
交
通
事
故
の
す
べ
て

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
各
人
1

人
1
人
が
こ
の
一
秒
の
注
憲
を
お
こ
た

ら
な
け
れ
ば
防
止
で
き
る
の
で
す
。
注

葱
に
は
念
を
入
れ
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
と
思
っ
て
も
、

も
う
一
度
確
課
し
ま
し
ょ
う
。

き
て
、
「
7
分
の
1
」
こ
れ
は
何
の

数
字
か
ご
存
知
で
す
か
。
正
鵬
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
場
合
の
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
未
詳
用
時
に
対
す
る
死
亡
率

の
比
で
す
。
む
ろ
ん
死
亡
だ
げ
で
な

く
、
ム
チ
打
ち
症
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

自
動
車
対
自
動
車
が
最
も
多
！
、
全
体
の

5
5
％
の
1
6
作
、
自
動
輩
対
2
輪
革
が
4

件
、
単
独
3
件
、
そ
し
て
交
通
弱
者
で

あ
る
歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
郵
政

が
5
件
も
起
っ
て
い
ま
す
、
特
に
許
せ

な
い
の
は
検
断
歩
道
を
横
断
中
の
歩
行

者
が
事
故
に
会
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

次
に
事
故
を
類
型
別
に
見
る
と
左
記

の
と
お
り
で
す
。

▽
路
上
遊
戯
中

▽
路
上
横
断
中

▽
横
断
歩
道
繊
断
中

▽
追
突

▽
正
面
衝
突

▽
追
越
時
接
触

▽
す
れ
違
い
時
接
触

▽
右
左
折
時
衝
突

▽
出
合
頭
衝
突

に
頭
を
つ
っ
込
む
と
い
っ
た
疎
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
防
い
で
く
れ
ま
す
。

2
輪
草
の
場
合
、
身
体
が
薗
接
露
出

し
て
い
る
の
で
4
鈴
革
以
上
に
危
険
が

伴
い
ま
す
。
2
輪
革
事
故
に
よ
る
死
亡

者
の
0
0
％
が
、
頭
部
の
負
傷
が
原
因
で

亡
な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
か

っ
こ
う
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

に

せ

よ

ヘ

ル

メ

ッ

ト

に
せ
よ
、
め
ん
ど
う
く
さ
か
ら
す
に
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
自

身
の
身
を
守
る
た
め
な
の
で
す
か
ら
。

ま
た
今
回
重
点
日
額
の
一
つ
に
、
歩

行
者
特
に
老
人
と
手
狭
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
郎
敬
防
止
が
あ
り
ま
す
。
交

通
弱
者
で
あ
る
こ
れ
ら
の
人
達
を
守
る

た
め
に
は
、
ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
交
通
弱
者
に
対
す
る
安
全
運
転
を

心
が
げ
で
1
9
う
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
合
せ
て
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ

て
自
分
自
身
で
交
通
事
故
か
ら
身
を
守

る
行
動
と
知
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
子
供
は
、
お
母
さ

ん
が
日
儒
堂
活
の
中
で
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
教
え
て
下
さ
れ
ば
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
交
通
安
全
行
動
が
身
に

つ
く
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
お
母
さ
ん

が
交
通
ル
ー
ル
無
視
の
行
動
を
し
た
場

合
、
子
隙
は
必
ず
そ
の
マ
ネ
を
し
ま
す

か
ら
、
そ
の
点
お
母
さ
ん
の
自
覚
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
事
故
は
皆
さ
ん
の
協
力
と
、
交

通
安
全
意
識
の
詩
ち
万
一
つ
で
な
く
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
連
動
に
、
ご
協
力
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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見袋金額

【災害のi程度 ��入　院　日　数 ��金　額 

剥死　亡 �� ��万円 60 

引不具‖瞬∵咲 �� ��30 

：∴ ��300日以上 ��12 

240日－299日 180日－239日 150日－179日 120日－149日 90日－119日 【語 ��二工亘二 8 7 6 5 4 3 

「而高桑藤‾‾“‾－ ��2．5 

150日－179日 ��6 

120日－149日 ��4．5 

90日－119日 ��「蕎‾‾‾－ 

ロー∴　手工 30日－59日 ��「至こす－‾ 

2 

、、∵∴∴ ��60日－89日 ��2．5 
30日一 30日未満 �5坦＿ �2 ‾高一‾‾‾ 

六 等 級 � �20日－29日 20日未満 ��ユニ亘二 1 

※入院しない場合は各等級の最低額です。
※1、2簿級は郵政が面接の原因で3節目以内こ死亡
し、又は不具廃疾（労災の2等級相当）になられたと
きに支払います。
（見舞金を支払わない場合）

（l）契約者の政志または重大な過失による事故
（2）無免許運転（承知の同乗者を含む）による郵赦
（3）飲酒運転（承知の同乗者を含む）による郵政
（4）地襲その他異常の天災による事故
（5泊劾革教習所や工場内など－一触の交通のために関放

されていない場所での事故

路線別内訳表
番号i躍＝線名∴！起　点l終　点 ����幅員匡長 

3・1・11回戦鷲バス∵大字搬手配 ��� �40M �4，350 

3．4．2 �帽ノ本譜計護露語 �� �16 �3．38 
耶‾ ���一天享雇頭廟匝「 �16 �38 

を駁テ �る 

16 �2工？ 1，37 

3．5．6 �広漠÷老良縁　i � � �12 ‾示言‾議二品蒜「丁嘉玉露雷計 ��� �12 �2，45 

セイタカアワダチソウを駆除しましょう

1
日
1
円
で
最
高
0
0
万
円
の
見
舞
金

－
交
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
よ
う
－

1
日
わ
ず
か
1
円
の
掛
金
で
、
最
高

0
0
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る

こ
の
交
通
共
済
は
、
町
内
で
す
で
に

3
、
7
3
9
人
の
方
が
加
入
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
町
の
人
口
の
約
3
5
％

に
当
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
僅
か
な

掛
金
を
出
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
、
不
幸

に
し
て
交
通
寧
故
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

お
役
に
立
て
て
い
た
だ
く
と
い
う
相
互

扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度
で
す
。

交
通
郵
政
は
、
あ
わ
な
い
に
こ
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
不
幸

に
し
て
交
通
郵
政
に
あ
っ
た
場
合
、
1

日
1
円
の
交
通
共
済
が
い
く
分
で
も
お

役
に
た
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
加
入
の
申
し
込
み
先

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、
新
し
く

加
入
さ
れ
る
方
は
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
申
込
下
さ
い
。

1
0
月
1
日
以
降
中
途
か
ら
加
入
さ
れ

る
方
は
役
場
庶
務
課
で
加
入
手
続
を

し
て
下
さ
い
。

▽
加
入
資
格

町
内
に
お
住
い
の
方
、
印
肉
に
勤
務

先
の
あ
る
方

▽
掛
金

1
人
年
額
3
6
0
円
で
す
。

中
途
加
入
の
と
き
は
1
ケ
月
0
0
円
、

た
だ
し
新
し
く
加
入
さ
れ
る
方
は
、

出
資
金
と
し
て
一
出
帯
1
0
0
円
が

必
要
で
す
。

▽
共
済
期
間

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
の
9
月
0
0

日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

中
途
加
入
の
と
き
は
、
加
入
申
込
の

翌
日
か
ら
初
め
て
到
来
す
る
9
月
0
0

日
ま
で
で
す
。

※
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
庶
務
課

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

都
市
計
画
道
路
の
決
定

昭
和
5
0
年
1
2
月
1
4
日
よ
り
1
2
月
幻
日
ま
で
縦
弊
い
た
し
ま
し
た
、
国
道
3
号
線

遠
賀
バ
イ
パ
ス
外
5
路
線
　
（
左
記
路
線
別
内
訳
表
の
と
お
り
）
　
に
つ
い
て
は
、

臓
和
5
1
年
8
月
1
0
日
付
で
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
決
定
に
よ
り
、
計
画
路
線
に
か
か
る
土
地
の
建
築
物
は
、
制
限
を
受

け
た
り
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
等
の
規
制
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
企
画
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
計
画
の
図
番
は
、
福
岡
県
都
市
計
画
課
及
び
役
場
企
画
課
に
そ
な

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
兜
下
さ
い
。

真
夏
の
夜
の
熱
演

～
遠
賀
町
盆
踊
り
大
会
～

8
月
2
2
日
年
後
7
時
か
ら
、
恒
例
の

違
鎖
町
盆
踊
り
大
会
が
、
役
場
前
広
場

で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
見
物
人
が
見
守

る
中
で
各
地
区
の
熱
波
が
俊
お
そ
く
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。

成
巌
は
次
の
と
お
り
で
す
。

商
工
会
衆
賞
、
旧
任
地
区

曲
技
髄
　
　
　
膜
渡
地
区

三
原
貨
　
　
　
鬼
津
地
区
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川は生きています。　川を汚さないようにしましょう

町
民
の
み
な
さ
ん
、
同
和
問
題
は
国

民
す
べ
て
に
共
通
す
る
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
り
、
何
人
に
も
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
人

権
に
か
か
る
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

こ
の
間
題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と

は
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
贅
蕗
で

あ
る
と
同
時
に
ま
た
国
民
的
課
題
で
あ

る
」
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識

す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
こ
れ
ら
の

内
容
を
知
り
、
そ
の
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

法
律
が
あ
る
か
ら
こ
の
間
題
に
と
り

く
む
の
で
な
く
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
部
落
差
別
が
あ
る
か
ら
法
律
が

で
き
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
は
ん
と
う
に
こ

の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
、
ま
た

毎
日
の
く
ら
し
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

と
ら
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な

が
ら
必
ず
し
も
そ
う
で
な
く
、
私
た
ち

の
ま
わ
り
に
蔀
落
差
別
は
な
お
厳
し
く

生
き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
こ
と
が
ま
た
、
私
た
ち
の
く
ら

し
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

ろ
ま
え
に
い
ま
一
度
、
自
由
や
、
平

等
、
基
本
的
人
権
な
ど
に
つ
い
て
、
憩

法
や
教
育
基
本
法
な
ど
の
条
文
に
目
を

通
し
て
、
そ
の
憲
味
を
か
み
し
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
本
国
頭
法

第
十
一
条
（
基
本
的
人
権
の
享
有
）

国
民
は
、
す
べ
て
基
本
的
人
権
の
享
有

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民

に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ

と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る

第
十
四
条
（
平
等
の
原
則
）

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的

身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経

済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

別
さ
れ
な
い
（
門
地
と
は
家
か
ら
、
門

ばつ）第
二
十
四
条
（
家
族
関
係
に
お
け
る

個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
）

婚
姻
は
、
而
注
の
合
憲
の
み
に
塞
い
て

成
亜
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力

に
よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
同
和
問
題
を
ど
う
と
ら
え
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
中
に
、
同

和
問
題
の
認
識
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て

あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社

会
の
歴
史
的
発
鹿
の
道
程
に
お
い
て
形

成
さ
れ
た
身
分
階
層
態
道
に
基
づ
く
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団

が
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位

の
状
態
に
お
か
れ
、
現
在
社
会
に
お
い

て
も
、
な
お
い
ち
じ
る
し
く
基
本
的
大

磯
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
近
代
社
会
の

原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
白
山
を
完
全
に
保
障

S

n

い。

教
育
基
本
法

第
三
条
（
教
育
の
機
会
均
等
）

の
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の

能
力
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
ろ
機
会

を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
人
頭
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門
地
に

よ
っ
て
、
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
。

㈲
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
能
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理

由
に
よ
っ
て
修
学
困
難
な
者
に
対
し

て
、
奨
学
の
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

同
和
問
題
と
い
う
こ
の
深
刻
か
つ
重
大

な
社
会
問
題
は
、
じ
つ
に
部
落
差
別
が

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深

刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

・
・
実
に
蔀
落
問
題
は
、
封
建
的
な
身

分
差
別
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
に
潜

在
的
に
残
存
さ
れ
、
多
謡
多
様
な
形
態

で
発
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
分
類
す
れ
ば
心
理
的
差
別
と

実
態
的
差
別
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
心
理
的
差
別
と
は

こ
と
ば
や
、
態
度
に
あ
ら
わ
れ
て
顕

在
化
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
人
々
の
観

念
や
慧
頚
の
う
ち
に
ひ
そ
ん
で
、
潜
在

化
し
て
い
る
も
の
で
す
。

実
態
的
差
別
と
は

た
と
え
ば
、
同
和
地
区
の
人
々
の
坐

活
環
塊
や
、
職
業
構
成
や
、
教
育
文
化

水
準
な
ど
、
き
わ
だ
っ
て
立
ち
遅
れ
、

低
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
実

態
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
実
態
的
差
別

と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
心
理
的
差
別
と
実
態
的
薫
別
と

は
相
互
に
因
果
関
係
を
保
ち
、
相
互
に

作
用
し
あ
っ
て
差
別
を
再
生
産
す
る
悪

循
談
を
く
り
か
え
す
わ
け
で
す
。

「
も
う
部
落
差
別
な
ど
な
い
し
と
か

「
部
落
差
別
な
ど
し
た
銘
え
は
な
い
」

と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
行
政
や
教
育
な
ど
の
と
り

く
み
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
就
職
、

結
婚
、
進
学
、
移
転
、
な
ど
に
擬
し
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
差
別
な
く
望
ま

し
い
方
向
で
こ
と
が
運
ば
れ
る
場
合
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
英
に
よ
ろ
こ
ぼ
し

い
こ
と
で
す
が
、
し
か
し
今
だ
に
ま
だ

差
別
が
生
き
て
い
ろ
事
実
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
同
和
地
区
の
人
で
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
、
け
い
べ
つ
さ
れ
た

り
、
交
際
を
こ
ぼ
ん
だ
り
、
婚
約
を
破

棄
し
た
り
、
雇
価
を
こ
と
わ
っ
た
り
、

職
場
で
不
利
な
と
り
扱
い
を
す
る
こ
と

な
ど
、
明
ら
か
に
差
別
し
た
蔀
例
が
あ

り
ま
す
。「

人
間
が
人
間
を
差
別
す
る
社
会
に

英
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
」

私
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
同
和
対
策
事
業
や
教
育
な
ど
の
充

実
を
は
か
ろ
と
共
に
自
分
自
身
の
課
題

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
課

亘
広
宝
作
氏
、
末
広
稔
氏

防
犯
表
鴬
を
受
け
る

迷
費
町
旧
伴
の
重
広
霊
性
氏
（
7
9
）

と
末
広
稔
氏
（
7
2
）
は
、
今
年
の
2
月

勿
日
、
隣
接
の
大
山
さ
ん
方
に
怪
し
い

男
が
侵
入
す
る
の
を
発
見
、
2
人
は
協

力
し
て
こ
の
賊
を
追
出
し
、
取
押
え
る

寸
前
逃
し
ま
し
た
が
、
両
人
は
高
令
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
防
犯
活
動
に
貢
献
し

被
害
を
未
然
に
防
止
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
県
の
防
犯
協
会
よ
り
変
形
を
受
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

遠
賀
町
消
防
団
健
闘

－
　
郡
内
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
　
－

8
月
2
2
日
、
炎
天
下
の
水
巻
町
吉
田

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
郡
内
4
ケ
町
消

防
団
対
抗
の
消
防
ポ
ン
プ
摸
法
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
遠
賀
町
消
防
団
は
日
頃
の
細
緻

の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
掘
し
、
一
糸

乱
れ
ぬ
動
作
で
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
わ

ず
か
に
お
よ
は
ず
、
水
巻
町
に
優
勝
を

譲
り
ま
し
た
。

大
会
の
あ
と
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
も
あ
り
、
訓
綾
に
、
親
睦
に
と
、
き

び
し
く
も
あ
り
、
楽
し
く
も
あ
っ
た
急

が
し
い
1
日
が
暮
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

＄
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我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
的

－
－
～
遠
賀
町
三
味
線
同
好
会
i
　
－

三
味
線
同
好
会
は
1
年
半
前
、
同

好
の
志
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

発
会
し
ま
し
た
。
現
在
は
会
員
も
増

え
、
約
5
0
人
の
大
世
帯
で
す
。

杵
屋
勝
吉
先
生
の
御
指
導
で
、
皆

さ
ん
三
味
線
の
腕
酌
も
上
が
り
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
も
長
唄
あ
り
、
民
話
あ

り
、
端
唄
か
ら
流
行
歌
ま
で
各
人
が

好
き
な
曲
を
習
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

熱
の
こ
も
る
練
習
に
、
ま
た
一
段
と

熱
を
こ
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
練
習
日
は
毎
週
土
曜
日

で
、
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で
、
公

民
鑑
別
鎮
広
間
で
稽
古
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
先
生
の
御
指
導
が
良
い
せ

い
か
、
盛
徳
の
党
え
が
早
い
の
か
、

初
心
者
の
方
で
も
思
っ
て
い
る
以
上

に
上
達
し
、
三
味
線
を
楽
し
む
こ
と

こ
の
会
は
、
仲

間
の
和
と
い
う
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に

練
習
日
に
は
和
気

あ
い
あ
い
の
練
習

風
景
が
見
ら
れ
ま

す。
特
に
要
の
「
ゆ

か
だ
会
」
と
「
初

審
郎
き
初
め
会
」

と
の
年
二
度
の
発

表
会
を
催
し
、
こ

の
発
表
会
で
は
、

が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、

稽
古
を
し
た
い
が

難
し
い
の
で
は
と

お
箸
え
の
万
、
少

し
で
も
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
い

で
ド
さ
い
。
大
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

※
本
年
の
「
ゆ

か
た
会
の
］
お
知

ら
せ

▽
場
所
　
遠
賀
町

消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー

消
防
署
に
届
出
が
必

要
な
行
為
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
時
は
、
郵

前
に
消
防
署
に
届
出
を
し
て
、
指
示
を

受
け
て
下
さ
い
。

▽
火
災
と
ま
ざ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災

を
発
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る

と
こ
き
。

∇
花
火
（
玩
具
用
花
火
を
除
く
）
の
仕

掛
け
、
又
は
打
ち
上
げ
を
す
る
と
き

▽
劇
場
、
映
画
館
等
以
外
で
、
多
数
の

人
が
集
る
騨
し
物
を
行
う
と
き
。

▽
］
華
に
よ
り
、
道
が
全
面
通
行
止
又

は
片
側
通
行
止
に
な
る
と
き
。

▽
ボ
イ
ラ
ー
を
設
寵
し
よ
う
と
す
る
と

き
（
個
人
住
宅
を
除
く
）

▽
炉
又
は
カ
マ
ド
を
殺
博
し
よ
う
と
す

る
と
き
。
（
個
人
住
宅
を
除
く
）

第
6
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
4
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
成
績

8
月
1
日
、
遠
賀
中
学
校
、
出
門
小
学
校
、
浅
木
小
学
校
に
お
い
て

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
1
5
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
1
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

少
年
少
女
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
め
く
ま
れ
、
子
供
達
は
顔
を
ま
っ
黒
に
し
て
頑
張
り
、

お
父
さ
ん
や
お
培
さ
ん
た
ち
も
盛
ん
な
声
援
を
お
く
っ
て
夏
休
み
の
良

い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

以
下
成
紙
は
次
の
と
お
り
で
す
。

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

※
成
績

優
　
勝
　
　
虫
軍
靴
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
遠
賀
川
チ
ー
ム

3
∴
部
∴
∴
広
蒲
チ
ー
ム

浅
木
チ
ー
ム

※
繹
過

虫
牛
津
チ
ー
ム
は
、
D
パ
ー
ト
で
今

日
質
、
旧
雄
を
、
琳
決
勝
で
は
C
ハ

ー
ト
勝
者
の
浅
本
を
2
対
0
で
、
決

勝
戦
で
は
B
ハ
ー
ト
で
上
別
府
、
新

明
を
、
ま
た
A
ハ
ー
ト
の
勝
者
広
波

を
下
し
た
i
l
ぉ
費
用
を
2
対
0
で
下
し

優
勝
を
手
に
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
曲
を
い
っ
し
ょ
う
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

け
ん
め
い
演
じ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
　
▽
日
時
　
9
月
1
2
日
（
白
磁
）

と
。
お
り
し
も
今
年
の
「
ゆ
か
た
会
し
　
　
　
　
午
前
9
時
よ
り

が
目
的
に
せ
ま
っ
て
い
た
た
め
か
、
　
今
回
は
民
謡
ク
ラ
ブ
の
御
螢
助
を

う
か
が
っ
た
日
の
練
習
は
熊
が
こ
も
　
得
て
、
唄
と
踊
り
と
三
味
線
の
会
と

っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
し
て
日
頃
の
成
果
を
熱
漬
し
ま
す
の

ま
た
9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
に
　
で
、
御
近
所
お
誘
い
合
せ
の
上
御
采

は
、
遠
賀
中
学
校
で
催
さ
れ
る
敬
老
場
下
さ
い
。
会
虫
一
同
お
待
ち
し
て

会
へ
の
出
演
も
決
っ
て
お
り
、
お
年
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

綜
圧
で
い
結
晶
汗
日
章
萱
に

▽
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
等
の
播
油
を
、
灘

や
川
な
ど
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
え
ノ
。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

※
成
畿

優
　
勝
　
　
浅
木
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
木
守
チ
ー
ム

3
　
位
　
　
別
府
チ
ー
ム

虫
佐
津
チ
ー
ム

※
経
過

健
勝
し
た
浅
木
チ
ー
ム
は
、
1
回
戦

で
菓
町
に
2
5
対
0
、
2
回
戦
で
鬼
津

に
1
9
対
2
、
準
決
勝
で
血
生
津
に
1
0

対
0
、
決
勝
戦
で
は
－
親
船
、
違
鵜

川
、
別
府
を
破
っ
た
木
や
チ
ー
ム
を

1
8
対
0
の
天
寿
で
下
し
優
勝
を
決
め

た。
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㈱
期
限
　
9
月
0
0
目
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

印
鑑
証
明
書
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

代
理
人
に
よ
り
印
鑑
証
明
書
の
交

付
申
箱
を
さ
れ
る
場
合
は
、
町
報
4

月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と
お

り
、
去
る
5
月
1
日
か
ら
委
任
状
の

転
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
代

理
人
に
は
印
鑑
登
録
証
（
印
鑑
手
帳

）
と
代
理
人
の
ハ
ン
コ
を
持
参
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
代
理
人
を
指
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

印
鑑
手
帳
の
提
出
が
な
い
と
、
本

人
が
窓
口
に
登
録
印
鑑
を
持
参
し
て

交
付
由
蘭
さ
れ
て
も
印
鑑
証
明
書
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
よ
く

承
知
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
手
帳
は
重
要
な
書
類
で
す
か

ら
亡
失
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

限
度
額
を
引
上
げ

高
額
慰
澄
蜜
は
、
従
来
同
一
の
被
保

険
者
が
、
同
一
の
月
内
に
、
同
一
の
病

院
等
に
お
い
て
受
け
た
演
糞
に
か
か
る

自
己
負
担
金
の
頚
が
三
万
円
を
超
え
る

と
き
に
、
三
万
円
を
超
え
る
分
に
つ
い

て
本
人
に
お
金
を
返
還
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
5
1
年
8
月
1
日
よ
り
三
万
円

が
三
万
九
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
現
在
ま
で
未
請
求
の
人
は
、
役

場
国
保
係
へ
、
印
鑑
と
領
収
書
を
持
参

の
上
詣
求
を
行
っ
て
下
さ
い
。

役
場
密
時
筆
耕
の
登
録

役
場
の
臨
時
筆
耕
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

を
発
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場
庶
務
課
ま

で
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
給
二
千
二
百
円
で
、
採
用
期
間
は

一
ケ
月
程
度
で
す
。
採
用
は
必
要
な
時

期
に
恒
接
本
人
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

☆
衛
生
係
か
ら

※
乳
児
一
斉
検
惨

▽
対
象
者
一
哉
未
満
児

▽
日
　
時
　
9
月
1
7
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
－
1
4
時

検
診
　
1
3
時
如
分
－
1
5
時

▽
甥
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
持
参
品
　
母
子
手
脹

∇
そ
の
他
　
9
月
幼
日
（
月
）
の
乳
児

相
談
は
中
止
致
し
ま
す
。

※
秋
綿
狂
犬
病
予
防
注
射

秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
を
左
記
の
と

お
り
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い

不
用
犬
の
引
き
取
り
も
致
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
4
日
（
月
）

1
0
時
～
日
時
0
0
分

虫
生
津
公
民
館

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

浅
木
小
学
校

1
0
月
5
日
（
火
）

1
0
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

忠
的
小
学
校

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場

∇
料
金
　
注
射
料
　
五
百
九
十
円

登
録
料
　
三
百
円
（
春
に
驚

録
を
し
た
犬
は
不
用
で
す
）

※
泉
下
一
斉
ゴ
ミ
不
法
投
棄
防
止
週
間

9
月
1
8
日
～
9
月
2
4
日

郷
土
は
私
達
の
宝
で
す
。
も
っ
と
美

し
い
町
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
の
不

法
枝
葉
を
見
つ
け
た
ら
、
も
よ
り
の
役

場
ま
で
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

☆
募
　
集
　
中

※
柁
鵡
丘
団
地
、
栴
ノ
木
団
地
入
居
者

詳
細
は
住
宅
公
団
管
斑
課
・
憾
話
0

9

2

（

1

7

1

）

4

1

1

1

ま

で

※
東
京
消
防
庁
消
防
吏
員

詳
細
は
、
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

1
丁
目
3
番
5
号
、
東
京
消
防
庁
人

謡
諜
採
用
係
へ

※
北
九
州
市
交
通
局
バ
ス
ガ
イ
ド

詳
細
は
、
小
倉
北
区
城
内
1
の
1
、

北
九
州
市
役
所
内
北
九
州
市
人
事
委

員
会
撃
落
居
住
用
課
へ

※
防
衛
庁
初
級
職
員

詳
細
は
、
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2
丁
目
1
0
の
7
、
福
岡
蛎
衝
施
設
局

総
務
課
大
審
係
ま
で

※
ア
ナ
ウ
ン
ス
教
室
生
徳

詳
細
は
、
小
倉
北
区
紺
屋
印
1
3
の
1

毎
日
婦
人
文
化
セ
ン
タ
ー
専
務
局
へ

※
遠
賀
町
阜
破
ク
ラ
ブ
会
員

高
校
生
以
上
を
対
象
に
卓
球
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
時
間
　
毎
週
水
、
金
曜
日
午
後
1
時

紬
分
よ
り

。
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

。
入
会
金
及
び
会
費

入
会
金
　
五
百
円

会
費
　
　
l
ヶ
月
二
百
円

そ
の
他
申
し
込
み
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
砥

話
㈲
1
3
5
5
へ

☆
試
　
　
験

※
引
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
中

学
校
卒
業
程
度
琵
定
試
験

詳
細
は
、
福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
6

の
妙
、
教
育
庁
指
導
第
2
部
指
導
第

2
課
ま
で

※
福
岡
県
行
政
書
士

詳
細
は
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
1
の

1
の
1
、
福
岡
県
総
務
部
地
方
課
へ

水
道
工
事
当
番
店
（
9
月
分
）

∇
高
崎
工
務
店
　
砥
話
㈲
1
6
2
5

1
・
5
・
9
・
1
3
・
1
7
・
2
1
日

2
5
・
約
日

▽
佐
伯
工
事
店
　
緒
話
の
0
1
7
0

2
・
6
・
1
0
・
1
4
・
1
8
・
2
2
日

務
・
孤
日

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
（
0
。
背
黒
駕

3
・
7
・
Ⅱ
・
1
5
・
1
9
・
2
3
・
2
7
日

▽
福
田
工
務
店
　
橘
話
の
0
1
6
8

4
・
8
・
1
2
・
1
6
・
2
0
・
2
4
・
2
8
日

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
ゞ
さ
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

改
案
マ
サ
手
段（

別
府
）
秦
　
公
義
様

尚
、
お
礼
諒
誠
が
お
く
れ
ま
し
た
事

を
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。


